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研究報告府内立地企業の紹介

京都の特性や強みを活かした産業のあり方に関する研究（１）

京都の“強み”についての仮説の検証

多品種の電子回路基板に対応
　当社は電子回路実装基板の製造を主要事業としています。図面
に基づいて実装、組み立てをする受託生産が多く、多品種に対応し
ています。最近多いのは貨幣処理機や産業機器の基板です。
1200mmの長尺基板用実装ラインを備えていることから、LED照
明の基板も増えています。
　自社製品の開発もしており、2009年から充電池内蔵のLED電
球「レス球」を販売しています。人感センサー付きで、停電時には1
時間持続点灯が可能です。取り外して懐中電灯代わりにも使える
仕様で、特に防災商品として好評を得ています。ネーミングも話題
となり、当社の技術力を知ってもらえるとともに、知名度向上や商
談のきっかけにもなっている、広告塔的な商品です。

アネックス京都三和への立地
　長田野工業団地アネックス京都三和の京都工場は、2007年11
月に操業を開始しました。兵庫県の本社工場だけでは手狭になった
ことから、車で1時間以内の用地を検討した結果当地に決めました。
決め手となったのは、京都府・福知山市の熱意と充実した立地優遇
制度です。また、本社工場からの交通アクセスも良く、長田野工業
団地に拠点がある運送会社の利用もできるため、物流面でもメリッ
トは大きいと感じています。京都府・福知山市には、開設時の人材確
保でも協力いただき、優秀な地元の人材を採用できました。
　「京都の企業」という顔を持ったことも大きな立地効果です。当地
進出により、長田野工業団地工場長会や福知山市企業交流会を始
めとして、多くの京都企業とのおつきあいが始まりました。展示会や
商談会等に参加すると、京都府内企業から声をかけてもらうことが
増えました。そこで新しい取引が生まれて顧客となってもらい、そこ
からの紹介で、また別の京都企業とつながるというように京都企業

エレクトロニクス分野を確かな品質で支える
電子回路基板実装・組立のエキスパート
　恵まれた交通アクセスと北近畿最大の産業集積ゾーン、長田野工業団地アネックス京都三和。当地の京都工
場を拠点に京都でも事業拡大し、エレクトロニクス分野の発展に貢献している加美電機株式会社の代表取締役
社長 菓子 俊之 氏にお話を伺いました。
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との取引が拡大しています。現在では、当工場で製造している多く
が、LED照明や電源関係の京都企業からの受注となりました。

高品質な製品は「充実した人と設備」から
　品質重視と言われる京都企業との取引拡大の鍵は、当社が最も
重視している「品質の高さ」です。その大前提となるのが材料管理
で、数千種類にも上る基板や部品を管理するため、「加美システム」
と呼んでいる独自手法を導入し、誤実装防止システムと併せて運
用しています。
　高品質なものづくりには、人と設備の双方が重要です。例えば、
1mm角未満のような小さな部品の実装は機械向きですが、差し
込みやねじ締め等が必要な箇所は手作業です。特にはんだ付けは
高度な技術が必要
で、社内で独自の試
験を行ったり、認定
制度を設けたりして
技能向上を図って
います。設備類も順
次最新のものを導
入し、高精度、高速
化を図っています。

信頼に応え力強く前進を
　当社全体の生産台数は、当工場開設時の19.2万台から2016年
には46.7万台と約2.4倍に増加しました。まじめに、誠実に、最良の
製品を納品することが、着実な事業拡大につながってきたもので
す。顧客も品質重視の企業で、一度つながると永く取引が続き、ど
んどんお客様が増えてきています。順調な受託加工事業を主軸と
しつつ、今後は、「レス球」に続く、直管形充電池内蔵LED照明の開
発も進めたいと考えています。
　昨年は、新たな工場等を新設し、京都工場の生産能力を拡大さ
せました。これからも、最良の製品で皆様の信頼に応え、力強く前
進してまいります。

京都府への立地を生かして発展する企業をご紹介します。 加美電機株式会社
http://www.kamidenki.jp/〈長田野工業団地アネックス京都三和〉

工場内の様子

長尺基板の検査

 １ はじめに/研究の背景
京都のものづくりは今後、何でアドバンテージを取るのか
　それは“スピード”ではない？“価格”でもない？ 京都でしか
できない、京都だからこそできる独自の強みを捉え、それを活
かした今後の産業のあり方を探ってゆく。
そもそも“京都の強み”とは何なのか
　これまで漠然と、観念的に、あるいは面白おかしく語られてき
た“京都らしさ”とは？“京都の強み”とは？ それをあらためて
捉えて整理し、意識して共有することで、各分野のものづくり産
業において“京都の強み”を活かした展開を図り、さらにそれを
高め伝えていく契機としたい。

 ２ 研究方法
１）中から見た“京都の強み”とは
　京都のものづくり企業の経営者やデザイナー、研究者、行
政職員らが参加する「京都のアドバンテージを考える会」「新
工芸研究会」等の研究活動を通して“京都の強み”について考
えた。
２）外から見た“京都の強み”とは
　雑誌の京都特集を対象に、その特集が京都の何をテーマと
して訴求しているかを研究した「“京都”の受け止め方の調査」
を参照した。
３）既存の研究や文献、著述等による裏付け
　「府内の特産品や観光資源等をブランド化するためのコン
セプト開発」「Managing Brand Equity」「老舗と家訓」「長寿
企業の実態調査」「都市別老舗出現率」「京都市基本構想」「京
都の文化は日本の文化」「京都人の密かな愉しみ」等を参照し
て検証した。

 ３ 結果及び考察
１）中から見た京都
　～京都で活動する人々が考える“京都の強み”とは～
①仕事や町の規模とネットワーク
②進化と継続
③過去から未来への永続的な活動
④“京都”という無形の資産の形成、継承、発展
⑤規模や効率だけではない仕事
２）外から見た京都
　～京都以外の人々が考える“京都の強み”とは～
①京都の奥深さを感じ、他の都市とは違う京都ならではという
価値の存在を認めている
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②京都の“奥深さ”の中に時間によって育まれるものの存在を
感じ取り、そこに価値を認めている

３）既存の研究や文献、著述等による裏付け
①近代化に取り組みつつ、別な生き方も様々な形で維持して
きたという重層的な都市文化を持つ
②現代社会の価値観とは異なった、ものの感じ方や考え方が
今も町の懐に息づいている
③長年にわたる努力の積み重ねで京都全体に対する大きな
信用を築き、それが認められてきた

④老舗に伝わる家訓に共通するのは、信用の出来る町人、信用
するに足る町人になれということ
⑤京都の町は、そこで生きる人間に“美しく生きよ”という無言
の呪縛をかけている

 ４ まとめ
　京都の強みの源泉は、“そこに暮らす人々”である。そしてそ
の人々がみんなで築き、守り、伝え、高めてきた、“京都全体に
対する信用”という無形の資産である。それは、京都に対する
安心感とも云える。京都の人々は、相手との信頼関係を優先し
て、“高潔に生きなければならない”“行儀良く暮らさなければ
いけない”という禁欲的なまでの自主規制意識と精神性を持ち
続けてきた。
　京都の人々が“信用”を築き、守り、伝え、高めることの価値を
認めて共有し、それを文化として何代にもわたって継承して来
られたのは、京都が現在に至るまで都市でありながら「村」でも
あり続けているからであると考える。つまり西洋文明が入って
くる以前の江戸時代までの仕組みをも引き継いで、重層的な
都市文化をもって運営できている、現在の日本においては唯一
とも云える都市であるからである。
　しかしその“精神”と“仕組み”が近年、いろいろな場面で崩れ
かけている。あらためて意識してこれを守り、伝え、高めていく
ための自主的、自治的、自立的な取り組みが必要である。

※詳細は、当技術センター発行「技報Ｎｏ.45 2017」をご参照ください。
　https://www.kptc.jp/gihou/no_45/


